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【ED診療の手順】
検査 ～特殊検査～
ED専門医の行う検査

金子茂男, 佐々木春明
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Ⅲ検査（２）～特殊検査～

ＥＤ専門医の行う検査
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旭川医科大学泌尿器科 金子茂男

昭和大学横浜市北部病院泌尿器科佐々木春明

Ａ目的

７．神経系検査

１）体伽性神経系

ａ・振動覚検査

ｂ・末梢神経伝導速度測定

ｃ・球海綿体筋反射潜時測定

。、大脳皮質・脊髄誘発活動電位記録

２）自律神経系

８．血管系検査

ｌ）陰茎海綿体内注射

（prostaglandinE1／papaverine）

２）超音波検査；カラードプラ検査

３）血管造影；内陰部動脈造影

４）CTangiography

５）陰茎海綿体内圧測定；海綿体潅流試験

９．海綿体検査

１）海綿体生検

C・専門医にのぞまれる検査

１
（構成）

Ａ，目的

Ｂ問診・検査

１．問診

２身体所見

３．臨床検査

１）尿検査

２）内分泌機能評価

４．神経学的外来検査

５．心理学的，精神科学的評価

６．勃起機能検査

１）勃起誘発試験

ａ，勃起程度の評価基準（ISSIR）

ｂ・勃起誘発試験

（a）陰茎海綿体内注射検査

（prostaglandinE1，

塩酸パパベリン他）

（b）性的刺激負荷検査

ｉ・視聴覚性的刺激検査

（audiovisualsexualstimulation，

AVSS）

ｉｉ・バイブレーター試験

（c）陰圧下勃起機能検査

（d）勃起誘発促進薬負荷テスト

２）夜間陰茎勃起現象の評価

ａ，連続測定法

（a）硬度周径連続測定

（b）周径連続測定

（c）NEVATMSystem

b・簡易法

（a）ErectometerTM

（b）JexmeterTM

（c）最大硬度記録

（Snap-GaugeTMband）

ＥＤ専門医の行う検査の目的は，

，）勃起障害に対する患者の理解を助け，治療

法の選択，生活の質（QOL）の向上に役立

てること

２）勃起障害の病態の解明，治療方法の開発，

治療効果の評価に役立てること

である。検査は患者の受診目的に基づいたうえ，

十分な説明と同意を得ておこなわれるものである。

また医師間，施設間の,情報交換のため検査方法，

結果の判定基準（評価基準）を明らかにしておく

ことが望まれる。
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